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I   細胞運動の力発生に関与する分子機械 

Studies on biomolecules responsible for generating motive force of cell motility 
  

                                                                    横田悦雄・園部誠司・新免輝男 

                                                                    Yokota, E., Sonobe, S., Shimmen, T. 
 

細胞の機能発現において細胞骨格は重要な役割を果たしている。植物細胞の原形質流動、原生動物のアメーバ運動、イカ

ダケイソウの滑走運動におけるアクチン系細胞骨格の役割について、研究を行ってきた。タバコ培養細胞においてミオシン

XIIが小胞体を輸送するしくみについて、さらに詳しい情報を得た。ミオシンXIのカルシウムによる制御機構について明ら

かにした。また、原形質流動の速度が植物のサイズに影響を及ぼすことを明らかにした。今年度から、原生動物の一種であ

るアクリマリアの運動機構に関する研究を開始した。 

 

 

Ⅱ 植物の形態形成に関与する分子機械 

Studies on biomolecules responsible for morphogenesis in plants 
 

                                                                            園部誠司・新免輝男 

                                                                           Sonobe, S.,  Shimmen, T.  
 

接合藻類の一種であるアオミドロの接合は高校の教科書で紹介去れるほどに、よく知られた現象である。しかし、その機

構はほとんど明らかになっていない。これはアオミドロの接合を実験室で再現良く誘導する方法がなかったためである。分

子機械分野では、寒天上でアオミドロの藻体を保存することにより、再現性良く、接合を誘導できるようになった。このた

めに、接合に関する多くの知見を得た。さらに、接合を誘導する物質の同定が存在することを明らかにした。その実体を明

らかにすることが次の課題である。 

 

 

Ⅲ 膜の機能発現に関与する分子機械 

Studies on biomolecules responsible for membrane function 

 

                                                                             新免輝男・園部誠司 

                                                                             Shimmen, T. Sonobe, S., 
 

 オオシャジクモを用いて、除草剤の一種であるブロモキシニルが細胞質酸性化により、起電性プロトンポンプを阻害する

ことを明らかにした。除草剤について、このような作用機構を明らかにしたのはこれが初めてである。また、オオシャジク

モを用いて、隣の細胞の膨圧減少を感知して誘導される脱分極を解析した。さらに、アオミドロの傷害において、原形質が
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細胞末端に集まること、およびこの原形質集積にアクチン系細胞骨格が関与していることをあきらかにした。この実験系は

植物の傷害応答の解析におけるモデルシステムに発展する可能性がある。 
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大学院生命理学研究科  

博士後期課程 

    谷口篤史  ：アメーバ運動における膜移動 

    西上幸範  ：アメーバ運動における細胞骨格の機能発現 

     中瀬琢登  ：アオミドロの接合の機構 

在間健悟  ：植物細胞の分裂面決定機構 

大江由佳子：アメーバにおける収縮胞の再生機構 

 

博士前期課 

森井建次  ：アメーバミオシンの生化学的解析 

山岡望海  ：イカダケイソウの運動機構 

堀川千尋  ：アオミドロにおける傷害応答 

松村光一  ：スピロストマムの運動機構 

    

科学研究費補助金等 

1.  文部省科学研究費補助金 （平成23-26年度）基盤研究(A)  課題番号 23247009 

  研究課題  植物細胞内における小胞体の形態形成と機能分化  

   研究代表者 新免輝男 

2. 文部省科学研究費補助金 （平成24-26年度）基盤研究(C)  課題番号 24570057 

  研究課題  高等植物小胞体チューブ形成におけるリン酸化を介した調節機構の解明 

   研究代表者 横田悦雄 

3.  日本学術振興会特別研究員(DC) 

    研究課題  新規モデルシステムを用いたアメーバ運動機構の解明 

  研究代表者 西上幸範（博士後期課程3年） 
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